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論文審査の要旨（400字以内） 

 

一般に透析患者において、血管の石灰化は心血管系合併症と予後

に関連することが以前より知られている。本研究では弓部大動脈石灰

化の重症度と総死亡、心血管死亡の関連性を前向き研究により検討し

ている。血液透析患者 301 名を胸部レントゲン写真における弓部大

動脈の石灰化の重症度に準じて 3群に分類し、3年間の追跡調査を行

った結果、高度な石灰化は心血管・総死亡と関連していることを明ら

かにした。また進行性の石灰化は非進行性よりも予後を悪化させるこ

とも示した。本研究は、胸部レントゲン写真での弓部大動脈石灰化の

重症度が、血液透析患者の予後を予測する簡便かつ独立した指標であ

ることを示した価値ある論文である。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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